

























































































































































(6) 本時の展開 (本時は第二次第 1時)
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されるような表をかいてきた｡
C児 段の数と周 りの長さに着 目して






だんの数 (だん) 1 2 3
正方形の数 (こ) 1 3 6
･だんの数を1ずつふやすと正方形の数
(面積)は2,3,4,-とふえる｡
･正方形の数は,前の正方形の数にだんの
数をた したもの｡
4 研究の成果と課題
(1)依存関係に着目する経験を豊かにする
算数的活動について
1段,2段,3段の階段状の図を見せる
だけではなかなか依存関係には目が向かな
い｡ ドットの方眼紙に正方形をかいて積み
上げてい く活動を通 して,全員の子どもが
2つ以上の依存関係に着目することができ
た｡また,活動後にすく･に問いかけたので
は依存関係を見つけた子どもだけが中心と
なって しまうので,十分に自分で ｢依存関
係に着日する｣時間を確保 し,一人ひとり
がノー トなどにメモする活動にしたことも
よかったと考えるO
(2)きまりを見つけやす くする算数的活動
について
子どもに ｢だんの数｣以外の項目や ｢1｣
以外の数値を空欄にした蓑を配ると,自分
で調べる依存関係を決めて表をつ くってい
て,いろいろなきまりに気づ く子どもも見
られた｡そのきまりを使って表の4段や5
段の場合の数を考える子どもと,4段や5
段の図をかいて数を確かめる子どもがいた
が,この授業では図を使ってきちんと数を
確かめ,数が間違いないことを全員に保障
すべきだったと考える｡
表をつくる際に,正方形の数 と面積を別
のものととらえていた子どもがいた｡子ど
もの意識としては当然のことなので,しっ
かり認めてやるべきだった｡表の見方とし
て,｢段の数が 1ずつ増えると｣の部分を
もう少 し押さえた方がよかったのではない
かと考える｡
(3)授業後の評価について
授業後 1ケ月たって,授業をしたクラス
の子どもを対象に算数学力診断調査 ｢数量
関係｣(前述 と同じ問題)を実施 した｡達
成率は次の通 りで,本研究の算数的活動の
工夫が有効であったと考えられる｡
<対象 :児童70名>
問題 (1)99%
(2)83%
(3)73%
参考文献
岡山大学算数 ･数学教育学会 パピルス
第 7号
啓林館 指帝苫 算数4年下
文部省 小学校学習指導要領解説 算数編
き,全員が 1つ以上の考えをもっことがで
きたoまた,表を縦や横,斜めに見たりし
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(平成 13年4月11日受理)
